
Ⅲ－Ⅰ－１ Ⅲ－Ⅰ－１

Ⅲ－Ⅰ 雇用等の分野における男女共同参画の推進

１ 雇用の場における男女共同参画意識の普及

事 業 平成17年度事業実施概要 担当室

各種団体等との連携・アイリス21推進連携会議において、構成団体との
意見交換及び情報提供を行った。

生活部男女共同参画
室

開催回数：全体会３回、企画部会３回

トップセミナーの開催・アイリス21トップセミナーの開催
平成18年2月11日（土・祝）
場 所 津市芸濃総合文化センター
講 師 住田裕子（弁護士・内閣府男女共同参画
会議議員・獨協大学特任教授）
参加者 約400名

企業等向けの啓発 ・啓発物品（男女共同参画に関するキャッチコピーを
  印刷したシール）を作成、企業等に使用を協力依頼
   26事業所・団体

生活部男女共同参画
室

出前トーク等の実施 ・年間 85回 （うち、フレンテトーク 32回）
対象：市町村、各種団体等

雇用均等セミナー
の実施

・男女雇用機会均等法を周知するため、雇用均等セミ
ナーを開催

平成17年6月9日（木）
場所：生涯学習センター大研修室
講師:成城大学法学部教授 奥山明良

参加者数：161人

ワークライフバラン ・「ワークライフバランスと次世代育成支援シンポ 生活部勤労福祉室
スに関するシンポ   ジウム」を開催
ジウム 平成18年3月13日（月）場所：サンワーク津

講師：中央大学教授 広岡守穂
参加者数：81人

パートタイム労働 ・パートタイム労働セミナー 生活部勤労福祉室
セミナーの開催 平成17年11月16日（水） 場所：プラザ洞津

講師：（株）大和シンク・エージェンシー
         代表 石橋 貞人
参加者数 54人

生活部男女共同参画
室

生活部男女共同参画
室

生活部勤労福祉室
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Ⅲ－Ⅰ－１ Ⅲ－Ⅰ－１

事 業 平成17年度事業実施概要 担当室

情報発信 ・「三重の労働」及びホームページ「おしごと三重」
への掲載

生活部勤労福祉室

一般事業主行動計
画策定の啓発

・次世代育成支援対策推進法に基づく企業の「一般事業主
行動計画」の策定、実施、取組状況に関し、関係機関や
関係団体と連携をして、啓発に努めた。

生活部勤労福祉室

「三重の労働」の ・「三重の労働」の発行 生活部勤労福祉室
発行 年7回発行 各 1,700部

男女共同参画に関する記事 18回掲載

入札参加資格審査 ・男女共同参画推進と関係の深い、次世代育成支援対策 出納局出納総務室
等への反映 に取り組んでいる事業所の状況を把握し、物件関係の

入札参加資格審査等に反映させるための客観性のある
情報の有無について、関係機関と意見交換を行った。
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Ⅲ－Ⅰ－２ Ⅲ－Ⅰ－２

２ 男女の均等な機会と待遇の確保の推進

事 業 平成17年度事業実施概要 担当室

企業表彰の実施 ・公募制による企業表彰及び応募企業へのインタ
ビュー調査を実施
男女がいきいきと働いている企業三重県知事
表彰選考委員会により、14企業を最終選考し、
３企業に知事表彰を行った。

ポジティブアクション
取組事例の紹介

・知事表彰（男女がいきいきと働いている企業
表彰）を受けた企業の取組事例をパンフレット
に掲載・配布し、取組事例を発表した。

生活部勤労福祉室

・県内の事業所の実態を把握するため、中小企業賃金 生活部勤労福祉室
等実態調査を実施した。

雇用均等セミナー
の実施

・男女雇用機会均等法を周知するため、雇用均等セミ
ナーを開催

平成17年6月9日（木）
場所：生涯学習センター大研修室
講師:成城大学法学部教授 奥山明良

参加者数：161人

入札参加資格審査 ・男女共同参画推進と関係の深い、次世代育成支援対策 出納局出納総務室
等への反映 に取り組んでいる事業所の状況を把握し、物件関係の

入札参加資格審査等に反映させるための客観性のある
情報の有無について、関係機関と意見交換を行った。

指定管理者制度に ・県機関の指定管理者制度導入にあたっての募集要項
あたっての取組 及び審査基準において、応募事業者の男女共同参画

への取組状況の記載を求めた

一般競争入札に ・17年度実施の一般競争入札の際に、試行的に参加
あたっての取組 事業者へ男女共同参画の取組状況の報告を求めた

生活部勤労福祉室

健康福祉部、地域振
興部、農水商工部、
県土整備部、教育委
員会

生活部男女共同参画
室

中小企業賃金等実
態調査を実施

生活部勤労福祉室
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Ⅲ－Ⅰ－３ Ⅲ－Ⅰ－３

３ 男女共同参画の視点に立った能力開発に対する支援

事 業 平成17年度事業実施概要 担当室

能力開発への支援 ・社会情勢の変化やニーズに対応した職業訓練の実施
をすすめるとともに、関係機関と連携し積極的に
ＰＲ活動を行った。

・津高等技術学校 普通職業訓練 短期課程
パソコンＣＡＤ科（6ヶ月課程×２回）

述べ20名（うち女性15名）
住宅サービス科（6ヶ月課程×２回）

述べ23名（うち女性1名）
販売ビジネス科（6ヶ月課程×２回）

述べ19名（うち女性12名）
ＯＡ事務科 障害者対象（1年課程）

述べ9名（うち女性2名）
委託訓練 ＯＡ系７講座（3ヶ月、5ヶ月）

述べ136名（うち女性93名）

トップセミナーの開催・アイリス21トップセミナーの開催
平成18年2月11日（土・祝）
場 所 津市芸濃総合文化センター

講 師 住田裕子（弁護士・内閣府男女共同参画
会議議員・獨協大学特任教授）
参加者 約400名

雇用均等セミナー
の実施

・男女雇用機会均等法を周知するため、雇用均等セミ
ナーを開催

平成17年6月9日（木）
場所：生涯学習センター大研修室
講師:成城大学法学部教授 奥山明良

参加者数：161人

生活部男女共同参画
室

生活部勤労福祉室

生活部雇用・能力開
発室
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Ⅲ－Ⅰ－４ Ⅲ－Ⅰ－４

４ 柔軟な就業形態の推進や再就職への支援

事 業 平成17年度事業実施概要 担当室

パートタイム労働 ・パートタイム労働セミナー 生活部勤労福祉室
セミナーの開催 平成17年11月16日（水） 場所：プラザ洞津

講師：（株）大和シンク・エージェンシー
         代表 石橋 貞人
参加者数 54人

設置場所：松阪市、鳥羽市
（国が相談所を設置していない地域に設置）
来室者数：7,256名
相談件数：4,321件
主な相談内容：職業相談

労働相談の実施 ・パートタイム労働者を含む勤労者からの労働に
関する相談及びパート労働法等の周知、相談
を実施

生活部勤労福祉室

ワークライフバラン ・「ワークライフバランスと次世代育成支援シンポ 生活部勤労福祉室
スに関するシンポ   ジウム」を開催。
ジウム 平成18年3月13日（月）場所：サンワーク津

講師：中央大学教授 広岡守穂
参加者数：81人

多様な働き方を促進
するための調査・

・県内の企業・勤労者を対象に実態及び意向等に
 ついてアンケート調査を実施し、報告書を作成 生活部勤労福祉室

研究事業 ・多様な働き方を考えるシンポジウム
 平成18年2月10日 場所：プラザ洞津
 基調講演：中央大学教授 毛塚勝利
 シンポジウム：制度を導入している企業、労働
組合の代表を交えて開催

・多様な勤務形態について、公務員制度改革や次世代
育成支援を視野に入れ、検討を行った。

総務局人材政策室

キャリアカウンセリン
グ事業

・概ね３０歳以上の求職者を対象に「就職サクセス
セミナー」を開催

生活部雇用・能力開
発室

参加者 ２３２名

雇用相談員による ・各ハローワークで県の雇用対策事業等の相談を実施
職業相談 職業相談件数 ２５，３４６件

短期職場実践訓練 ・３５歳以上４５歳未満の失業者に１ヶ月程度の
事業 職場訓練を実施

受講者数 ５７名

生活部雇用・能力開
発室

生活部雇用・能力開
発室

生活部雇用・能力開
発室

多様な勤務形態の
検討

パート相談センター
の設置
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Ⅲ－Ⅰ－４ Ⅲ－Ⅰ－４

事 業 平成17年度事業実施概要 担当室

おしごと広場みえ
充実事業

・若年者に対し、職業相談、職業紹介等のサービスを
ワンストップで提供

生活部雇用・能力開
発室

利用者数 ２５，８３９名

若年者早期就職支
援セミナー

・県内８地域、２９会場でセミナー「がんばれ！
ワカモノ！就活応援隊」等を開催

生活部雇用・能力開
発室

参加者 ３１２名

90



Ⅲ－Ⅰ－５ Ⅲ－Ⅰ－５

５ 両立支援制度の普及と労働時間短縮の促進

事 業 平成17年度事業実施概要 担当室

家庭の日の普及
啓発

・県職員及び来庁者への周知を図るための庁内放送を
 実施するとともに、県ホームページにおいて「家庭の
 日」における公的施設の無料開放情報を提供した。

生活部青少年育成室

ファミリー・サポート・
センターの設置促進

・ファミリー・サポート・センターを設置・運営する
 市町に対して補助を実施するとともに、アドバイ
 ザーの研修会、情報交換会等を実施した。
概ね人口５万人以上の市町のセンターに係る設置・
  運営費への補助：県1/4
概ね人口５万人未満の市町のセンターに係る補助
    県1/2
センター設置数： 13箇所

貸付制度の運用 ・育児・介護休業取得者に対する貸付制度を運用 生活部勤労福祉室

ワークライフバラン ・「ワークライフバランスと次世代育成支援シンポ 生活部勤労福祉室
スに関するシンポ   ジウム」を開催
ジウム 平成18年3月13日（月）場所：サンワーク津

講師：中央大学教授 広岡守穂
参加者数：81人

一般事業主行動計
画策定の啓発

・次世代育成支援対策推進法に基づく企業の「一般事業主
行動計画」の策定、実施、取組状況に関し、関係機関や
関係団体と連携をして、啓発に努めた。

生活部勤労福祉室

多様な働き方を促進
するための調査・

・県内の企業・勤労者を対象に実態及び意向等に
 ついてアンケート調査を実施し、報告書を作成

生活部勤労福祉室

研究事業 ・多様な働き方を考えるシンポジウム
 平成18年2月10日 場所：プラザ洞津
 基調講演：中央大学教授 毛塚勝利
 シンポジウム：制度を導入している企業、労働組合の
 代表を交えて開催

県庁における労働
時間短縮に向けた
取組

・年間の総勤務時間目標を定め、時間外勤務の縮減や
  年次有給休暇の取得促進などを推進する総勤務時間
  縮減運動に労使協働で全庁的に取り組んだ。

総務局組織経営室
全部局

トップセミナーの開催・アイリス21トップセミナーの開催
平成18年2月11日（土・祝）
場 所 津市芸濃総合文化センター

講 師 住田裕子（弁護士・内閣府男女共同参画
会議議員・獨協大学特任教授）
参加者 約400名

生活部勤労福祉室

生活部男女共同参画
室
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